
                              

 「是旃陀羅」問題に関する決議 

 

私たちは、近年、部落解放を願う人々から、教団の根幹である教学・教化・儀式に直結する厳しい提

起を受けてきました。『仏説観無量寿経』序分にある「是旃陀
ぜ せ ん だ

羅
ら

」という言葉にかかわる問題です。 

このインドにおけるアウトカーストの人々を表す「旃陀羅」という言葉は、人間の尊厳を否定する根

源的な差別語として機能してきました。私たちは、その言葉を聞くことで心が痛い、耐え難いと感じる

人がいることに思いが至らず、法要儀式で読誦を繰り返し、またその言葉に「穢多」・「非人」という言

葉を当てて教化してきた歴史がありました。私たちは、あらためて差別される痛みや苦しみを感じてこ

られたすべての人々に対し、深く謝罪いたします。 

また、私たちは、全国水平社創立以来、「親鸞に帰れ」という願いのもとに発せられる悲痛な叫びに、

真に向き合うことができませんでした。信心の問題と差別によって人間が否定されるという問題を切り

離してしまうなど、教学・教化・儀式の課題として受け止めきれなかったと言わねばなりません。それ

は、カーストの克服を大きな課題とした釈尊の教えや、「みな、いし・かわら・つぶてのごとくなるわれ

らなり」と吐露
と ろ

した宗祖親鸞聖人の教えに違
たが

うものであり、念仏の僧伽
さ ん が

を求める同朋会運動の精神に対

して、自ら背を向けるものであったと深く慚愧
ざ ん き

いたします。 

私たちが、是旃陀羅の問題をはじめ、聖 教
しょうぎょう

における女性差別、また障がい者差別等、すべての差別問

題における課題を共有することは、同時に、教えを通して我が身の差別性が自覚させられていくことで

あります。 

全国水平社創立百年、立教開宗八百年を目前にした今、私たちは、差別を受けてきた人々に二度と同

じ苦しみを与えることがないよう、また、差別をし、見過ごし気づけなかった過ちを繰り返すことのな

いように、あらためて、「人間解放」という人類共通の願いに向けた具体的な一歩を踏み出すべきである

と考えます。 

私たちは、宗憲前文の「同朋社会の顕現」という使命を果たすために、国家・宗教・民族・性別など

のあらゆる差異
ち が い

を超えて差別のない社会を求め、継続的な努力と歩みを重ねていくことをここに誓いま

す。 

以上、決議いたします。 

 

 

２０２１年６月２８日 

                                真宗大谷派 宗議会議員一同  

   ２０２１年６月３０日 

                                真宗大谷派 参議会議員一同 

 

 

 


